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の来年度施策策定にかかる「自治体
要請」について、前回会議による方
針に基づき各団体から出された要請
内容を取りまとめた ｢要請書（案）｣
をもとに内容を協議した。
　「要請書（案）」には、石川県をはじ
めとする県内各自治体に対する政策
制度などや、労福協会員の事業団体
が行う公益的事業活動にかかる要請
事項を協議検討し、要請書の原文を
整えた。
　また、この要請書に基づく、関係
者への説明や首長への要請の行動日

程について予定どおり 10 月１日（月）の議員団
懇談会を皮切りに実施することを確認したこと
で、実行に向けた諸準備が整い、要請の実現に
向けて取り組むことを確認して会議を終えた。
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2013年度政策制度要請事項を確認

　石川労福協は、９月７日（金）フレンドパーク
石川において、本年度２回目の事業団体連絡会
議を開催した。
　会議は、構成メンバー８名で行われ、自治体

要 請 内 容 の 骨 格
石川県への要請
１．�労福協『子育て支援ネットワーク』に対す
るファミリーサポートセンターへの協力
願い

２．�生活保護制度「最後のセーフティネット」
充実と県民への告知

３．障害者雇用率の向上
４．�改正育児・介護休業法の全面施行に伴う事
業所への周知徹底

５．地方消費者行政の充実と強化
６．�再生可能エネルギーの普及啓発に向けた中
小企業への補助金制度のPR活動

７．連合石川「2013年度石川県要請」について

市町への要請
１．�労福協『子育て支援ネットワーク』に対す

るファミリーサポートセンターへの協力
願い

２．生活保護制度の利用充実と住民への告知
３．障害者雇用率の向上
４．�改正育児・介護休業法の全面施行に伴う事
業所への周知徹底

５．中小企業労働者の福利厚生の格差是正
６．�地域ライフ・サポートセンターに対する支
援要請について

７．�街の主要地点に｢海抜｣「避難場所」を明示
する

８．�スポーツ、文化事業に対する支援要請につ
いて

９．�連合石川各地域協議会「2013年度要請」に
ついて

第２回事業団体連絡会議
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（９月 25 日現在）

開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場

  10 月 1 日 月 自治体要請　石川県議員団懇談会 フレンドパーク石川

　   〃 〃 自治体要請　金沢近郊市町議員団懇談会 　　〃

  　　　2 日 火 消団連　第３回消費者大会実行委員会 　　〃

  　　　3 日 水 国際協同組合年石川県実行委員会記念大会 地場産業振興センター

  　　　4 日 木 中央労福協 地方労福協・事業団体合同会議（～５日） 東京都

  　　　7 日 日 県 LSC・子育てネット　芋掘り交流会 金沢市粟崎町

　　　10 日 水 県 LSC　第 10 回福祉グラウンドゴルフ大会 金沢市「大和町広場」

　　　12 日 金 自治体要請　石川県・金沢市・加賀地区自治体担当者会議 「ホテルサンルート小松」

　   〃 〃 自治体要請　小松・加賀市議員団懇談会 　　〃

　　　15 日 月 自治体要請　能登地区自治体担当者会議 「のと楽」

　   〃 〃 自治体要請　能登地区市町議員団懇談会 　　〃

　　　17 日 水 監事監査 フレンドパーク石川

　　　18 日 木 中部労福協研究集会（～ 19 日） 愛知県名古屋市

　　　20 日 土 子育て支援メッセいしかわ 2012 県産業展示館 3 号館

　　　22 日 月 第４回理事会 フレンドパーク石川

　   〃 〃 食みどり水 NW　第６回幹事会 連合石川

　　　24 日 水 自治体要請　能登地区各市町（～ 25 日） 河北郡以北

　　　26 日 金 連合石川定期大会 いしかわ総合スポーツセンター

　　　31 日 水 自治体要請　加賀地区各市町 野々市市以南

11 月 12 日 月 消団連　第 43 回石川県消費者大会 労済会館

　　　16 日 金 中央労福協　第５回加盟団体代表者会議 東京都

　　　23 日 金 大衆運動活動家顕彰会 フレンドパーク石川

　　　30 日 金 食みどり水 NW 第 44 回全国集会（～ 12 月１日） 大阪市

これからの行事予定

中央労福協「事務担当者研修会」

　中央労福協（労働者中央協議会）は、９月６日
（木）～７日（金）に沖縄県において、2012 年度
地方労福協事務担当者研修会を全国から 37 名
の事務担当者や LSC担当者の出席で開催した。
　研修会に先立ち、大塚敏夫中央労福協事務局
長が主催者を代表して、仲村信正沖縄労福協理

事長が開催地を代表して、それぞれ挨拶があり
研修会に移った。
　はじめに、大塚事務局長が「国際協同組合年
の制定の意義と課題」として「協同組合が果たす
『貧困の撲滅』、『社会統合の強化』等社会的役割
と価値を高める為に国連が制定した。そこで労
福協として何ができるのかを検討していく事が
必要である。」との講義がされた。
　引き続き、沖縄労福協の総合コーディネー
ターである濱里正史氏から「沖縄における労福
協運動の展開」と題して、沖縄労福協の歩みや
取り組みと今後の構想の講義があった。その後
も沖縄労福協職員の方々から沖縄労福協で取り
組んでいる PS（パーソナル・サポート）の事例
やサポート方法のレクチャーを受け、研修会は
終了した。� 石川労福協　石田光江



労 福 協 労 福 協

− 2 − − 3 −

2012年9月25日

第 42回全国会館協定期総会

　９月 13 日（木）～ 14 日（金）
の日程で、全国労働者福祉会館
協議会（全国会館協）の第 42 回
定期総会が神奈川県足柄上郡の
｢いこいの村あしがら ｣で開催
された。

　総会には、16 会員 25 名が参加して、阿部晃
栃木県労働者福祉センター事務局長の開会挨拶
で始まり、野村芳広神奈川県労働福祉センター
理事長を総会議長に選出し議事が進められた。
　始めに、高橋康夫全国会館協会長が「東日本
大震災の被災者の多くは依然として移転先も決
まらぬまま避難生活にあり、全国会館協として
引き続き支援に取り組みたい。全国会館協会員

の多くは売り上げが減少傾向に
ある厳しい状況下において、建
物老朽化などによる修繕費を負
担しつつ安定経営に向けた努力
をしている。また、新公益法人
対応については、未だ多くの会

員が移行を完了していない状況にあり、各ブ
ロックとの情報交換等を通じ、会員への情報発
信などにより諸課題の解決に向けた協力を行っ
ていきたい。」との主催者挨拶をした後、山本幸
司中央労福協副会長、小西正典神奈川県労福協
会長がそれぞれ来賓挨拶をした。
　総会審議では、松村清全国会館協事務局長の
前年度事業報告及び決算報告と木下照嘉同監査
の会計監査報告が報告された後、全て承認した
のに続き、2012 年度の事業計画及び予算並び
に役員改選が可決決定された。
　翌日の研修会には、天狗伝説で有名な大雄山
最乗寺を訪ね、地元の観光ボランティア小泉さ
んの解説により視察して有意義な研修を行い全
日程を終了した。
� フレンドパーク石川事務局長　上野貞彦

高橋会長

山本中央労福協副会長

　加賀地域ラ
イフ・サポー
トセンター
は、９月８日
（土）午前８時
から加賀市片
山津球場にお
いて、「第 21
回 LSC ソ フ

トボール大会」を開催した。
　当日は、心配された天候にも恵まれた快晴の
下、出場８チームから約 85 名が参加し、“真剣
勝負の中にも笑いあり”の競技を通じて互いの
親睦を深めあい、楽しい大会が行われた。なお、
上位成績は次のとおり。
　優勝：大同工業労働組合、準優勝：月星製作
所労働組合、３位：北陸労金労働組合・加賀村
田労働組合
� 加賀地域 LSC　伊藤弥恵

　第 10 回河北地
域ライフ・サポー
トセンター交流グ
ラウンド・ゴルフ
大会が、９月 15
日（土）、かほく市高松グラウンド・ゴルフ場で
総勢 193 名の参加者を集めて開催した。
　今年初めての試みとして、参加賞と一緒にラ
イフ・サポートセンターなどの紹介チラシを同
封してそれぞれのアピールを行った。
　当日の気温が平年より高めだったので、熱中
症予防のため開始１時間で水分補給のため休憩
を 10 分間挟むなどして、河北地域の愛好者の
交流を深め、和気あいあいのうちに終了した。
　〈男子〉優勝：桜井弥三二 58 点、２位：浜谷
義則 60 点、３位：赤井冨二男 60 点
　〈女子〉優勝：寺沢喜美子 65 点、２位：出島
正子 66 点、３位：西そとえ 66 点
� 河北地域 LSC事務局長　安江秀和

加賀 LSC 河北 LSC
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勤文協 第41回石川県勤労者絵画・陶芸展
　勤文協（石川県勤労者文化協会）は、第41回石川県勤労者絵画・陶芸展を８月30日（木）～９月２日（日）
の日程で開催した。
　ラブロ片町にある ｢アートシアターいしかわ ｣の会場には、日本画６点、洋画 41点、陶芸 15点の
計 62点が出品され、このうち、優秀作品には、石川労福協理事長賞や北國新聞社長賞などが授与された。
　最終日には、審査員による合評が行われ、参加した出品者は真剣な表情で聞き入った。
　なお、優秀作品は、能美市、野々市市、羽咋市の３カ所を巡回展示した。
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金賞
「旬時」

小畠早和子（金沢市）

労福協理事長賞
「休息」

澤田幸男（金沢市）

北國新聞社社長賞
「薔薇Ⅰ」

黒田和加奈（金沢市）

北國新聞社社長賞
「ブルーローズ」
橋本裕子（金沢市）

労福協理事長賞
「ゆく夏」

奥谷恵美子（野々市市）

日
本
画

北國新聞社社長賞
「輪華文鉢」

林　良茂（金沢市）

労福協理事長賞
「花」

笹田幸子（金沢市）

陶
　
芸

銀賞
「静物」

橋本倫子（津幡町）

銅賞
「くらがり坂」

西井健太郎（金沢市）

洋
　
画


